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1.1.1.1. 目 的目 的目 的目 的     

 シルテーシ ョ ン現象とは 、 粘土 ・ シル ト などの細かい粒子から な る泥土が波や流れによ って運ばれ 、 航路

などに堆積する現象で 、 船舶の航行等にしばしば支障を も たらすこ と が知られている 。 熊本新港では 、 逆Ｔ

型潜堤で航路を囲むこ と によ り 埋没対策に一応の成果を上げている 。 しかし航路の大水深化に伴い 、 埋没対

策工を沖合いに拡大する こ と が検討されてお り 、 潜堤が底引網漁業等に支障を来たすこ と が懸念されてい

る 。 そ こ で本研究では漁業に支障を来たすこ と な く 有効にシルテーシ ョ ンを阻止でき る潜堤形状と して雨滴

型 （ 図-2右 ） を考案して逆 T 字型 、 台形型と併せてシルテーシ ョ ンの阻止機能を比較検討する実験を行っ

た 。  

2.2.2.2. 内 容内 容内 容内 容     

2-1 実験方法 

実験は図-1に示すよ う な長さ

3m 、高さ 1m 、 幅 0.2m の実

験水槽 （ Slim-tank ） を用いて行

った 。 実験の手順は 、 まず 、 仕

切 り 版①②③を完全に降ろ した

状態で 、 攪拌槽内の泥土の濃度

が 20g/l と な る よ う 所定量の泥

土を投入し 、 十分攪拌した 。 攪

拌後 、 静置し て攪拌槽の底から

浮泥界面までの高さ （ hf ） が所

定の高さ と な る高濃度浮泥層を

形成させた後に 、 仕切 り 版①

を上げて浮泥が航路部へ流入

する様子を観察し た 。 また図

-2に示すよ う な 3 種類の潜堤

を加振機の下に取 り 付け 、 こ

れを往復運動させる場合 （ 波

あ り ） と 、 させない場合 （ 波な し ） の実験を行った 。 加振機の往復運

動は 、 波によ る底面付近の流体と潜堤の相対関係を表すもの と した 。

今回の実験では水深 40cm において波高 5cm 、周期 2 秒の波が通過す

る場合を想定した 。 実験条件を表-1に示す 。 実験に用いた底質はカオ

リ ナイ ト で 、 潜堤の高さ （ hs ） は全て 10cm であ り 初期の hf が 5cm と 10cm の場合の実験を行った 。 それぞ

れのケースについて浮泥流入開始 5 分後の航路中央部で底面から 5cm 間隔で 20cm まで採水し 、 流入した浮

泥の濃度を比重計を用いて計測した 。  

表-1実験条件 

潜堤形状 流況 界面高 hf(cm)  

潜堤な し  波な し  5,10 

波な し  5,10 
逆 T 字型 

波あ り  5,10 

波な し  5,10 
台形型 

波あ り  5,10 

波な し  5,10 
雨滴型 

波あ り  5,10 

キーワード  シルテーシ ョ ン  高濃度浮泥層  埋没対策潜堤  剥離渦  
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図－ 2  潜堤形状 （ 単位ｍ ｍ ）  
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図－ 1  実験水槽 (Slim-tank) の模式図 （ 単位ｍｍ ）
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2-2  結果 

波な しの場合は 、 潜堤が浮泥層の航路への流入をほぼ完全に

阻止していた 。 流入し たのは浮泥層の界面上方の極めて濃度が

薄い部分のみであった 。 hf =10cm の浮泥流入開始から 5 分後の

航路底から鉛直上向きの濃度分布を図 -3(A) に示す 。 各潜堤と

も航路部の濃度に大きな差異は無 く 、 潜堤な し と比較する と １

オーダー以上の差があ り 十分に浮泥の流入を阻止していた と考

え られる 。 図-4に波あ り の場合における浮泥流入開始から 7 秒

後における各潜堤周辺の浮泥の流動状況を示す 。 観察によ る と

逆 T 字型潜堤は波によ り 発生する渦によ って浮泥を巻上げ 、 巻

き上げられた浮泥は渦によ る水と の攪拌効果によ って濃度を薄

めつつ水槽全体へと広がっていった 。 台形型潜堤においては 、

上部のかどに発生する小規模の渦によ り 浮泥層上部を若干乱し

ていた ものの 、 高濃度の浮泥層の流入は 、 ほぼ完全に阻止して

いた 。 雨滴型潜堤においては渦の発生も無 く 、 浮泥層を乱すこ

と な く 流入を阻止していた 。 波あ り で hf=5 および 10cm の場合

の 5 分後における航路底からの鉛直濃度分布をそれぞれ図

-3(B),(C)に示す 。 (B),(C) と もに流入量は逆 T 字型＞台形型＞雨

滴型と なっていた 。 濃度分布の特徴は 、 台形型と雨滴型潜堤で

は航路底からの距離が大き く なる と濃度が低下しているが 、 逆

T 字型潜堤においては直線的な分布を示し ている 。 これは逆 T

字型潜堤の場合 、 巻上げられた浮泥が大規模渦によ り 十分攪拌

されているためだ と考え られる 。 次台形型潜堤と雨滴型潜堤を

比較する と台形型潜堤のほ う が若干流入量が多い 。 これは 、 台

形型潜堤上部両端に発生する渦が 、 浮泥層を乱し 、 浮泥層上部

が流動しやす く なっているためだ と考え られる 。  

3.3.3.3. 結 論結 論結 論結 論     

1)静水状態では ３ 潜堤と も浮泥の流入をほぼ阻止していた 。

2)波の存在下では 、 台形型 、 雨滴型潜堤は 、 浮泥を静かにせき

止めていたのに対し 、 逆 T 字型潜堤は浮泥を渦によ り 直接巻き

上げるが 、 水と の攪拌混合によ り 濃度低下を促す効果があ る こ

と が確認された 。 3)台形型 、 雨滴型潜堤の効果はほぼ等しい

が 、 雨滴型がよ り 滑らかな形状を有するため 、 漁業と の共存に

適している と考え られる 。 4)雨滴型潜堤は 、 他の潜堤に比べ形

状が滑らかであるために 、 流れが存在する場合 、 浮泥が潜堤を

のぼ り 越える可能性があるため 、 流れを考慮に入れた検討が今

後の課題であ る 。  

参 考 文 献 1) 九 州 大 学 、 運 輸 省 第 四 港 湾 建 設 局 （ 2000 ） ： 高 濃 度

浮 泥 層 流 動 の 制 御 法 に 関 す る 研 究 報 告 書  2) Mehta,A,J(1989):On 

Estuarine Cohesive Sediment Suspension Behavior, Journal of Coastal 

Research, Vo1.94, No.C10,pp.14,303-14,314.  

潜堤な し  

航

路

部 

逆 T 字 

航

路

部 

台形型 

航

路

部 

雨滴型 

航

路

部 

図 -4 浮泥流入開始 7 秒後の浮泥

の流動状況 （ 波あ り 、 界面高 さ

10cm ）  

図-3  航路内の鉛直濃度分布 
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